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(右）笊躪枋 K の子供の後仁、元気をあ哽し 
て嘗瀑を食へる子供かいを‘ くダッカにて> 


{左:，ダ， y 力の人々め生•在が凍むオールド 
ダンカの*店街. 


ダッカのほのかな光 


いままで H 本からの眼は 
バングラデシュの恣馋な咼面のみをとらえ 
民族がもつ「希®の力 j を見おとしていた 
SS • ダッカを取材したカメラは 
この围をおおう敢かなほほえみを奴た 

写輿/天野式男（本热） 

協力/(財）日本ユニセフ協会 
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漢字テスト⑰ 


► r I とぶき n — ラス」め热祖 

この日、初めてのコンサート 

を開いた「ことぶきコ|ラス」 

は， 58 年の4月に結成して今 

年で5年になる。もともと中 

央公民館に集まるお年寄りの 

4 TI 5 C 室というサ I クルに来て 


—JK 




1. いた人々が始めたものだ 
身 1 が’今では62*から84« 

S i での S 55 人のノン、ハ—に 

r なつた=#教室で七宝 •]» き 
を作つたり‘梅み物をした 
りと色々な®味をもつ人 
が多いだけに•初めてコ 
I ラスをしても勘がいい。 
中5:一郎先生(围立一中音 
*»師>の指導のもとにメ 
キ/キと上逢してきた众 
今までママさんコ|ラ 
ス大会などに参加してい 
_ I るが、自らのグル I ブが 
身 中心となつてのコンサー 
t 卜は 初めて U 5年間の成 
采が一挙にあらわれた0 
武 fe 羽衣作！ K 、 淹廉太 
ー ー郎： & S の「花」，江 IH 1 章 

作 TT 中 m « 直^^の「夏 

JI の思い出/杉紀彥作3 T 

^ 磯部俶作曲の「武葳野を 

歩く歌」などおなじみの歌 

を披芘した。ハリのある若々しい 

歌声に会場の公民館に Ife まつ 

た四百人の膀衆はぅつとり々 

他に中村先生が指導している心 

陣者の n I ラスグル—ブ-1立川宵赛 

一とママさんコーラスグル I プ 


の「坭訪の森コ—ラス」が友倌出 
演して增々会埸は盛么がった。 

このコンサートで、立川のコ 
—ラスグルーブの B の©さが良 
く出ている•会埸に^まつた人 
も樣々で、歌ぅグル—ブと聴衆 
とが 一 tti となつて会場 u « かな 
空 M で^まれていた。日頃’ rM ] 
W 代の人とばかり祓している人 
には析鮮だつたょぅだ。まさに 
IH : 代を越えた「ふれあい」のコ 
ンサ—卜だつた* 

いつばいに咲いた花の香りの 
風にのって，若々しい歌声は、 
どこまでも流れて tr つた. 



今、立川では n — ラスが盛んだ。様々な人が色々なサ 
I クルに参加して楽しんでいる。その中でも平均年齢が 
72 歲の方達が集まった「ことぶきコ|ラス」が初めてのコン 
サ—卜を開いた。「花いっぱい•ふれあいコンサ—卜しと 
題され、応援に駆けつけたコーラスグル—ブとともに四 
百人は I 体となつて、花いつぱいの I 時を楽しんだ。 



立川のモニュメント 


0 「中島次郎兵衛 
◄ •顯彰碑」 

中«次邮兵術故界•実 III 界 
で舌 nr した£次邮兵術を S 
彰するため、死後4年目の明 
治44年•中烏案敷 tfe 内に2¢立 

された • 

理在は、篆が返くに移 IE し 
たため鬥と、この碑のみ枝さ 
れている。 

人の心は移ろいやすい**生前、 
荦やかな生涯をおくつた人も、 
死後，数年もすればいつのまに 
か、忘れ去られてしまぅ。维か 
の詩の I 節に「いちばん不幸な 
のは、忘れられた女です」とい 
うのがあるけれど，人々の記** 
を唤起する*味でも朗彰碑の存 
在は大きい 


南口、诹 
7 S 神社前の 
通りを南へ 
歩くと，ほ 
どなく右手 
に木の門と、 

その奥にあ 
る大きな碑 

が見えてくる。この石碑は，中 
fe 家13代の次郎兵術の功績を浓 
えたもの- 

中 ft 家は，江尸時代から統く 
家柄で、「公私日纪』で知られる 
鈴木家等と ともに 交代で名主を 
努めるほどの家だつな 



〔虹の圃家〕とよばれる技 H& 氏の 
作品が多^佶ギャラリーに.«示さ 
れた。 


美しい色合いは I 色一色を—分 
の邋いなく剿って&ねる精緻な仕 
事から生まれる•虹と孔雀の不思 
m な取合せに氏は「椅麗な孔雀が 
璧に掛けられたらと人は考える。風 
妖$が窓だとすると， II 雀の絵は 
えさのいらない英しい烏を飼つて 
いることになる。孔雀の色は虹色で 


はないか、鏢きは虹に感じられ 
るはどなのでそのりッチな坪き一 
が人は好きなのだ」と語る。きら 
きら輝く孔雀の羽抱色に虹を兑| 
た氏は孔雀自体を虹にしてしま 
った；^爽は写した時の個人的 lerv 
な時問が加わって^ K ^ sd 依に Gall 
は良いことばかりではなく •つ« 
らいこともあるものだ J ともいう 。 TII 
几^という具象を «. というィマ；？ 
ジネ—ションの世界に見るもの伽 
を誘うことにょ 9 孔篆に生命を卿 
ふき込む。「<くじゃくの畤間〉はは 
永速の時問を表规したかった」 _ 
という氏は常に人の心に在絞け 
る孔窬を si ^ L させた 一 

色色に也命を撤リ込むよ一 

うに$ねて行った時に作品に永 
速の時問が爷之られるのだ。 


その13代当主、中 ft 次郞兵 »i 
二九三七〜一九〇六)は、明 
治といぅ漱動の時代をそのまま 
に、生きたよぅな人だった。0 
由民梅運 ib に共«'自由党に入 
党、その後神余川 m 会进 W にな 
る。また第七八国立銀行取締役 
を始めとして財界でも活府立 
二中{今の都 
立立川高校) 
诱置のため奔 
走する。その 
華》な経歴は， 
西 ffl み公望の 
蒹額による碑 
に IQ されてい 
る0 

この碑文を 
統むと•明治 
といぅ時代を 70 年の生涯の中に 
体現してみせた男の足跡が，確 
かに伝わつてくる。 

歴史が生きている，そう実感 
させてくれる立川のモニユメン 
卜のひとつだ。 

<H • H > 





•工房から • 

•本讫でカメラの協力を頂いてい 
る天妤氏の写典展「ダッカのほのか 
な 光」 が 5月 28ccg ^ ら 6月3日 g 
まで立; rl 駅ビル(ウィル)の朝日ギャ 
ラリ—で行われる。•カラ—ベ— 
シで紹介したのはその I 部。他に 
30 点あまりの作品が展示される。 
被 ¥• 体の奥深くまでを捉えた氏の 

作！ IOP に触れて、八 i でのパングラ 
デシユという国にもつていた ィメ 
I ジが少しばかり*わるかもしれ 
ない。#十二回統いた「立川御馳走 
館 j は今月号で終わり、来月から新 
連 « c かスタ—卜"：班して「立川宥板 
娘/お店の顔•というだけでなく 
街を明るくしてしま、 r ^-4— っな女性、 
問网に微芡をもたらすょうな女性 
が統々と登場します-一人一人が 
达 h に華を咲かせてくれます"#な 
つ燕翔ぶ空#くえくてび あん 

<■») 石嫌教«大 If 玲子 神 Lli:ll-TIn 川 3f 
田,摩子(1田礼子♦沢 iESIL 聚龜仏子 
{ fnn 天»武«楫«一 明古田 II 名 


1/ス<てびあん K1 
昭和六十二年六月一日発行 
発行所えくてびあん麻集工房 
東京都立川市柴蟥 « t 2-4 —ii 
ファインビルディング 3 F 
ts 話〇四二五 goo 82 
m 簋人立井啓介 
発行人冲野*男 
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空 M に一字押入—みよ。 

痢妻 □ 児 
有象 □ 象 


真如苑だより 

さわやかな風が木々を*る 
と、緑の小さな葉も一段と輝 
きを增します。生命がもえる 
季節です" 

爽如苑にも緑の蜓がそょぎ 
ます◊今月ものお越しを 
お侍ちしております。 

■日時 631:13日出 

午後2時—4時 
■御本尊、 A 如宝物館をはじ 
めとして映_などりだくさ 
んの用金が L てございます。 
■立川市民(成人 > に限らせ 
て項きます。 

■お申し込みは「えくてびあ 
んンバ 
ニオン」(本 
誌を?-渡 
してくれ 
た人 X 。 



母劫 r1m^?la 域7>,蓴31 
3癸：：^ 9fc-.#rf?l 項 

A V 
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ぽ理華 M 
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世の中に同じ容姿の人間が二人 

以上いたらどんなことが起きるの 

でしようか。网じ境*にある双子 

の兄弟姑妹に誌上で I 间に金して 

頂き、 II 交を深めていただこうと 

いう企■を考えています。ご本人 

はもちろん、ご存知の方は「えくて 

びあん」まで御 I 報ください。 









































































9 年齣に立川で店を開いてから、 
原田政義さんは烏科项一本で貫い 
てきた。 fi •込みに手問ひまをかけ 
て作りだす料理の WW の多さが自 
谩 c 描げ物にも烏油を使って杏り 
を大切にする心遺いも忘れない。 
芄さくな M 子夫人の暖かなサービ 
スで和む店内の空気と、 IS 田さん 
の確かな腕が*和して，「とり一」 
の S 号は心*芄だけにとどまらな 
い〇 »町川肝病院曲¢25—4681 


K 人ガいて 

ごちそぅかん 恥ぅ娜る 
この M なる 
当り HO の世界 




▲右*つくね 丨本¥150 ▲とり繪坎 ¥550 
左•や•とり丨本¥抑 




r %： 



▲なんこつ揚げ丨本¥150 ▲とり»のもの 


¥500 












